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The　Geology　of　the　Ikari　Dam　Site

by

Isao　Imai

　The　Ikari　dam　site，nowunderconstruc一！
‡ion，is　situate（i　near　Kawali，Tochigi　Pre－

fecture．

　Rocks　in　tLis　district　are　consisted　o｛

quartz・porphyritic　rocks・including　various

kinds　of　xenolith，and　granites．

　丁五ese　rockls　are　crushed　and　shattered

in出e　range　about20r3km．along　Ojika－
riveL　It　seems　from　the　topographical　view

point・that　the　landslides　have　occurred　in

th．e　wes置side　of　this　dam　site．

　The　landslides　may　be　perhaps　due　to

the　earthquakes　occurred　along　this　sheare（i

zo血e　which　belongs　to　the　so　called“Kinu・

93Wa　earthqUake　zOne”．

　　　　　　1．緒　言
｝五†里ダムは栃木縣塩谷郡藤原町川治の北方約1km

の地点にあり，’建設省によつて目下建設されている。昭

和25年12月・末よりジ昭和26年1月初旬にかけて，この

五十里ダムの基盤および周域の地質調査を行つた。調査
1
に
際 して種々御援助を賜つた建設省の方々，特に土木試

験所の芥川眞知技官に，また宿舎を提供された白井庄吉

’
氏

に深謝の意を表する。　　　　　　　　　　　　　『

　なおこの調査と同時に，本肪の物理探鉱部で同地域の

地震探鉱および電気探鉱が行われ，地質調査に対する多

くの裏付けが得られた。これらの結果については別に報

告されるQ

　　　　2．五十里ダム周域の地質

　五十里ダム附近の地質は，石英斑岩質岩石が主で，そ

の他各所に花嵩岩・古生暦および第三紀層が小面積を占

めて露出するが，これらはいずれも石英斑岩質岩石に捕

＊地質部

獲された関係にある（第1図）o

　石英斑岩質岩石は・ダム建設予定地を中心にこの地域

に広く露出しており，花嵩岩や，頁岩．・砂岩・チャート

等を多数捕獲し，混成岩相を呈している部分が多い。一

般に鉱イb作用を受けて炉る。捕獲岩中の砂岩・頁岩等は・

角礫歌を呈し，しばしば磨滅されて円礫歎となつたもの

も見られる。

　花嵩岩ぱ，川治から鬼怒川に滑つて西に約1kmの地

点，坂本沢，ダム予定地等に露出し，いずれも石英斑岩

質岩石に捕獲された関係にある。中粒の角閃石一黒雲母

一花嵩岩で，一般に緑泥石化作用を受け，時には不規則

な網状に緑泥石レができている（第2図）oこれは花崩岩が

破砕作用と鉱化作用を受けたことを示すものである。　・

　川治附近では，古生層と思われる岩石が露出するが，

　　　　　　　　　　　　　　変質を受け，特に頁岩質の岩石は点紋ホルソフエルスと

なつている。また川治の北方約1．5kmの地点では，チ

毎一トと思われる岩石が石英斑岩質岩石中に捕獲されて

おり・この附近にチャート様の岩石の軸石が多い・ダム

予定地の西側山腹には，著しく破砕された頁岩ないし砂

質頁岩が露出するが・細粒結晶質となり・ホルジフエノ身ズ

化している・これらの岩石は，その他随所に小範囲に分

布しているが，いずれも古生暦に属するものと思われる。

　男鹿州に滑い，川治の北方約2kmの地点附近に1お

1恐らく第三紀暦と思われる黒色の砂質頁岩が露出する。

これは石英斑岩質岩石中に捕獲されており，石英斑岩質

岩石は網状に・この砂質頁岩中に入り込み，両者の接触部

では第3図のような混成現象がみられる。この砂質頁岩

中で，特に石英斑岩質岩石との接触部附近に多数の介化

　　　k石の破片を産するが，保存が悪く鑑定が困難である。ま

たダム現場より北方300mの東岸中腹に，花醐岩に接

して礫貴および砂岩が小範囲に露出しており・礫岩は花

嵩岩に近づくに從つて砂岩質となる。礫は粘板岩・砂岩・

チャート等が主で，稀に花崩岩がある。花嵩岩との関係

は判明しないカ1・これらも第三紀暦に属するものと思わ・

れるo

　　　　　3．一破埣帯
五十里ダム附近の地質は・根本的には・域上の岩石を主
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一第1圃　五十里ダム周，域地質圖

緑色岩などと誤認し易い岩相湖あらわれ，

　ごれらが男鹿川に滑う堵較的狡い幅の間に

錯雑に露出する・しかしこれら、の岩石の多

　くは石英斑岩質岩石が破碑作用と鉱化作用

　を受けて生成されたもので，その中には見

　事な圧埣岩も見られる。破梓作用の比較的

　弱い部分では，第4図および第5図に示す
　ように，岩石のブロッ〃化が行われており，

　各プロックの間は，破碑された岩片および

　断層粘≠様の物質でセメントされている。

　このように破碑作用を受けた部分は，広い．

1　ところで2’》3km内外の幅をもつて》男
睡川に漕つて繍しながら南北ンこ伸びてい

｛
る・第1図に示した慮線の間の部分は破碑

　幣を示す。この破砕帯をかりに男鹿川破砕

　帯とよぶ◎この男鹿川破碑幣の成因は，石

　英斑岩質岩石の貫入後の破砕作用の結果生

　じたものではなくて，むしろこの火成活動

　と相互に切ワ離して考えることのできない

　関係にあるもので，破陣帯に沼つては鉱化・

　作用を受けた部分が多く，硫化・銅・錯・

　亜錯鉱床を伴つていると考えられる。

　　4．一ダム予定地の地形と地質

　　この破購の中で，川治北方約1kmの

　地点に，目下建設省によつて五十里ダムが

　建設されている。この地域の岩石は，花嵩

　岩・砂岩・頁岩等を多量に捕獲した石英斑

　岩質岩石と花崩岩とからなつている。第6．

　図峠ダム予定地の地形の断面図で，勇鹿川

　の西岸の山脚部は・地辻りによつてできた、

、〃、〃i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、グ

　　　　　　1『．「一、一毎B，’l

　　　　　　　　　　　C
　　　　　　　　　准　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10㎝，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3圖　　石英斑岩質岩石と砂質頁岩との關係
　　　卸圏糊岩中に灘する襯石蜥態．、』　　　、A＝艶瀕購B振期讃翫
　　　　　　G；花嵩岩　　C：繰泥石
　　　　　　　轟
とする比較的軍純なものであるが，実際には岩石の変化　　地形の特徴をよく示している。すなわち，・第6図に示す，

1がはなはだ複雑で，一見凝友岩・角礫凝友岩・珪質岩・　　●よう’に，上の方は急峻な3段の崖になつており（第6函

　　　　　　　　　　　　　　　　　2一（388）
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1），その下に緩い傾斜の凹地があり1（第6図2），凹地

の東端は高くなつている（第6図3）。これより下は急傾

斜の崖で・男鹿川にのぞんでいる（第6図4）。男鹿川の

．川床より高さ約40mまでは破陣作用を受けた花崩岩お

よび石英斑岩質岩石があらわれており，上の方の崖には

石英斑岩質岩石が露出するが，それ以外は岩石の大きな

ブロックでできておリプ凹地を形成しているoブロック

にはホ～レソフェルス化した砂岩および頁岩・石英斑岩質

岩石・花崩岩等があり，1中には露頭と間違えるほどの大

ぎなものがある。上の方の直立した崖には，断暦面と思

一われる辻り面がある。これうの事実は，この地形が地辻

りめ結果できたものであることを示すものであろう。す

なわち，断暦面に滑つて断暦の東側の部分がヒつて陥没

し，凹地状を形威し，ヒつた部分は移動のために破壌さ
　　　　　　　　ドノ
れてブロックの集合し』た状態になつたものと思われるo

從つて，このブロックは既に破碑作用のためにブロック

化した岩石が，さらに破壌されたものである。この地辻

’
り は・後に述べるように過去におこつたものであつて3

現在は寮定しているようで南る。こ導でこのような地≒

りをおこし易い條件をつくつたものは何かということが

澗題となるが・やれはこの地域が男鹿川破購の中にあ

り，したがつて基盤が破砕作用を受け，，局部的忙ブロッー

ク化して崩れ易い岩石で構成されていたというこ，とであ

る。そして，このような地辻りを挙こし易い素質的要素

をもったとごろがシどんな刺戟によつて地辻りをおこし

1たか，ということは，五十里ダムの将来に対して非常に

重粟な意昧をもつていると思われるoこのことにづい宅

，は後の項で述べる。なお男鹿川の東側の山腹は石英斑岩

質岩石からなり・破砕作用を受けているが，急峻な崖を

なしており，地辻り，山「崩れのおこつた形跡はみうけら

，れない。「

　　　　　　5．　破石卒帯と地震帯

　男鹿川に惜つて略々南北に走る地帯，すなわち会津田

島，画王峠，鬼怒川，今市を結ぶ磨帯は鬼怒川地震帯管

とよばれるもので，二の地帯における過去の歴史をみる

と，第1表甚甚に示すように約300年の間に少なくとも11

回の破壊的な地震がおこつている。との過去の地震のう

ちで，1683年10月におこつた地震は，同年5月，日光
附近におとった地震に司き続くもので，特にその被害が

大きかつたことが記録されている。

　震央は鬼怒川上洗とされているが，ヒ？地震で昧鬼怒

川上洗」幣の山地年山崩れがおこり，男鹿川が堰止めら

れて，現在の海跡附近が水没したと傳えられている。鬼

　　　　　一　　　　　　1．5蜘　　’
第4圖　　石英斑岩質岩石のプロツク1ヒした部分

，’

＊武者金吉：「今市地震と鬼怒川地震帯」，駿震時報，15聡1號
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1第1表・日光，今市附近に起つた地震り記録

年

1644

1658

1683

1683、

1725

1735

1755

1922

1923

1943

1949

月．

5
5

10

5
4
4
5
1
8

12

日

5
17

20

－29

16

21

28

26

12

26

，災害の起つた地方

日光附近

　〃

　〃
鬼怒川上洗

日光附近

　〃

　〃
今市北東方

今市南東方

会津田島附近

今市附近　　　　＼

怒川，男鹿川滑いの山地には，地辻り・山崩れのあつた

と思われる地形が各所に見うけられるが，これは当時の

地震の結果でき’たものではないかと考えられる。　▼

鬼怒川地震帯と男鹿川破砕帯は略々同一地帯である。

これらのことから，ダム建設予定地にかつ宅おこつた地。

ヒリの直接の原因が地震であつたということは，ほとん

ど疑う余地がない。すなわち地震による陥没地辻りであ

ろうoなお大正3年秋田仙北郡におこつた地震につい

て，大橋良一畳は詳細な観察を行つているが，それによ．

れば，地辻り後の地形が当地域のそれと甚だよく類似し

ているQ

　　　　　　6．結　論
　塚上の地質調査の結果を要約する≧，ダムの建設予定

地附近は，捕獲岩を多くもつている石英斑岩質岩石と花

嵩岩からなり，㌧、ずれも破碑作用を受けている。男鹿猟

の西側山腹には，かつておこつたと思われる地ヒリ地形

の跡があり，この地ヒりは破鱒の中におこつた陥没地、

むりで・その直接の原因は地震と考えられる・ダ呑予定

地が，ダムサイトとして適当であるか不適当であるかと

いうことは必ずしも簡軍に言えないが，’・以上参ことから

この地点が地辻り地帯であることは疑う余地がない己し

’かしこの地辻りは過去におこつた地辻りで，現在は蓮動

．を行つておらず，安定していることは恐らく断定して差’1

支えない。問題ば地辻りの直接的原因が何であるかとい・

うことである◎これが本文で述べたように地震であると

するならば，この地域が鬼怒川地震帯にあることと考え

あわせて，ダムを建設する上に十分注意する必要が易る

のではないかと思う。（昭和25年珍月調査）

＊大橋良一：F：大正3年秋田仙牝郡に議したる地震につきて」，震災
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栃木縣五十里ダム物理探鑛調査および研究報告

金　子，徹　一鱒
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Geophysical　Survey　at　the　Ikari　Dam

Site，nearKawaji，TochigiPref㏄t皿e

by

Tetuichi　Kaneko

　　In　the6ase　of、dam　site　construction，
『
g

eophysica1・data　are　considered　to　be　impor・

tant　to　classify　many　geological　problems．

For　this　purpose－the　geophysical　survey　was

carried　out　at　the　Ikaτi　dam　site，Tochigi

Prefecture．

　　The　writer　studied　the　depth　ahd　the

＊物理探査部

slope　of　sandgravel　bed　which　construct　thα

river　bed　at　the　plaming　place　of　dam　site騨

～by　means　of　both　the　sei＄mic　and　electric

methods．Conclusively　speaking，the　deptb
of　this　river　bed　calculated　frdm　seismic　ex－

P1・rati・nagre6s・Wit翠㎞edata・btainedfr・皿

the　borin宮resultεconsidering　the　variation．

o：f　seismic　wav6velocity　in　diretion　and　the5

mirrage　lphenomenon．

　InthispaperthreeapPendixesarein－
clu母ed，th今titles　of　whichεぼe　as　follows：

1．The　Apparent　Resistivity　near　the　En－

　trance　of　a　Drift’by　L　Homma　and　Tン

　Kaneko．
IL　A　Study　of　Vaぎiation　of　Seismic　Wavα

　Velocity　in　Direction　by　T．．Kaneko・

4一（390）




